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監 査 公 表 第 ２ 号  

地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ９ 項 の 規 定 に よ

り 、 高 知 県 知 事 等 宛 て 報 告 を 行 っ た と こ ろ 、 高 知 県 知 事 等 か ら 措

置 結 果 に つ い て 通 知 が あ っ た の で 、 同 条 第 14項 の 規 定 に よ り 、 次

の と お り 公 表 す る 。  

令 和 ８ 年 １ 月 27日  

高 知 県 監 査 委 員  

７ 高 行 管 第 361号  

令 和 ７ 年 10月 30日  

高 知 県 監 査 委 員 　 様  

高 知 県 知 事  

定 期 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 結 果 に つ い て （ 通 知 ）  

令 和 ７ 年 ９ 月 12日 付 け ７ 高 監 報 第 ７ 号 で 報 告 の あ り ま し た う え

の こ と に つ い て 、 指 摘 事 項 の あ っ た 機 関 か ら の 措 置 状 況 の 報 告 を

も と に 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 下 記 の と お り 通

知 し ま す 。  

記  

第 １ 　 意 見 に お い て 措 置 を 求 め ら れ た も の  

１ 　 意 見  

事 務 処 理 の 誤 り の 多 く は 、 担 当 者 の 会 計 事 務 に 対 す る 確 認

不 足 及 び 知 識 不 足 で あ り 、 決 裁 の 過 程 で 上 司 が そ の 誤 り を 是

正 で き て い な い こ と に 起 因 し て い る 。  

事 務 処 理 に 当 た っ て は 、 担 当 者 は そ の 根 拠 を 自 ら 確 認 し 行

う と と も に 、 管 理 職 員 も 十 分 に 注 意 し て 決 裁 等 の 事 務 を 行 わ

れ た い 。  

特 に 、 今 回 の 指 摘 事 項 ８ 件 が 全 て 契 約 事 務 に 関 す る も の で

あ る こ と を 踏 ま え 、 契 約 事 務 に つ い て は 、 基 本 的 な 事 項 を 改

め て 確 認 し 、 適 正 な 事 務 処 理 を 行 う よ う 求 め る 。  

２ 　 意 見 に 対 す る 措 置 状 況  

日 頃 の 支 出 審 査 や 会 計 検 査 等 を 通 じ て 、 常 に 法 的 根 拠 を 意

識 し な が ら 会 計 事 務 を 行 う と い う 基 本 的 な 姿 勢 を 職 員 に 身 に

付 け て も ら え る よ う に 支 援 す る と と も に 、 会 計 事 務 の 基 礎 研

修 、 実 務 研 修 の 実 施 に よ り 、 職 員 が 会 計 事 務 へ の 理 解 を 深

め 、 知 識 を 向 上 で き る よ う 引 き 続 き 取 り 組 み ま す 。  

ま た 、 各 所 属 の 決 裁 過 程 で チ ェ ッ ク の 要 と な る 課 長 補 佐 等

に 加 え 、 会 計 事 務 に 関 し て 担 当 者 へ の 指 導 を 中 心 と な っ て 行

う チ ー フ に 対 し 、 会 計 事 務 に 関 す る Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進 や 部 下 の 業

務 の 進 捗 管 理 の 重 要 性 を 意 識 づ け る 研 修 を 行 う と と も に 、 所

属 か ら の 依 頼 に 応 じ た 出 前 研 修 の 実 施 に よ り 、 組 織 と し て の

チ ェ ッ ク 機 能 の 強 化 を 図 り ま す 。 併 せ て 、 会 計 事 務 優 良 所 属

表 彰 に よ り 所 属 の 好 事 例 を 他 所 属 へ 紹 介 す る な ど 、 適 正 な 会

計 事 務 の 執 行 に 向 け た 職 員 の 意 欲 の 向 上 を 図 り ま す 。  



今 回 の 指 摘 事 項 が 全 て 契 約 事 務 に 関 す る も の で あ っ た こ と

に つ い て は 、 「 会 計 管 理 局 だ よ り 」 で 事 例 を 紹 介 す る と と も

に 、 会 計 事 務 研 修 や 会 計 検 査 の 機 会 を 利 用 し 、 全 所 属 に 対 し

て 引 き 続 き 注 意 喚 起 を 行 い ま す 。  

さ ら に 、 現 在 検 討 中 の 財 務 会 計 シ ス テ ム の 再 構 築 の 中 で 、

人 為 的 ミ ス 防 止 機 能 の 拡 充 や 事 務 の 効 率 化 ・ 簡 素 化 を 図 る こ

と に よ り 、 事 務 処 理 の 誤 り が 生 じ に く い 仕 組 み づ く り に 引 き

続 き 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  

第 ２ 　 指 摘 事 項 の 該 当 機 関  

１ 　 健 康 政 策 部 薬 務 衛 生 課  

(１ )　 指 摘 事 項  

食 品 営 業 台 帳 管 理 シ ス テ ム 運 用 保 守 委 託 業 務 に お い て 、

契 約 書 に 添 付 す べ き 仕 様 書 を 添 付 し て い な か っ た 。  

こ れ は 、 契 約 書 の 記 載 事 項 を 定 め た 高 知 県 契 約 規 則 （ 昭

和 39年 高 知 県 規 則 第 12号 ） 第 36条 第 １ 項 の 規 定 に 反 す る 不

適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

(２ )　 原 因 又 は 理 由  

契 約 締 結 時 の 支 出 負 担 行 為 決 議 書 に は 、 契 約 書 案 に 仕 様

書 を 添 付 し て 決 裁 を 受 け て い ま し た が 、 契 約 書 を 作 成 す る

際 に 仕 様 書 の 添 付 を 失 念 し 、 公 印 押 印 の 際 に も 確 認 が で き

て い な か っ た こ と に よ る も の で す 。  

(３ )　 措 置 状 況  

契 約 の 相 手 方 に は 経 過 を 説 明 し 、 契 約 書 と 仕 様 書 を 一 緒

に し て 保 管 し て い た だ く よ う 依 頼 し ま し た 。  

ま た 、 再 発 防 止 の た め 、 指 摘 事 項 に つ い て 課 内 で 情 報 共

有 す る と と も に 、 契 約 時 の 確 認 に つ い て 、 収 入 ・ 支 出 事 務

の チ ェ ッ ク シ ー ト を 活 用 し て 必 ず 複 数 人 で 確 認 す る よ う

チ ェ ッ ク 体 制 を 見 直 し ま し た 。  

２ 　 子 ど も ・ 福 祉 政 策 部 障 害 福 祉 課  

(１ )　 指 摘 事 項  

障 害 者 差 別 解 消 法 に 係 る 啓 発 事 業 の 企 画 ・ 運 営 委 託 業 務

の 契 約 書 に お い て 、 受 託 者 の 会 社 名 の 記 載 が 漏 れ て い た 。  

こ れ は 、 普 通 地 方 公 共 団 体 が 契 約 に つ き 契 約 書 を 作 成 す

る 場 合 に お い て は 、 当 該 普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は そ の 委

任 を 受 け た 者 が 契 約 の 相 手 方 と と も に 、 契 約 書 に 記 名 押 印

を し な け れ ば 、 当 該 契 約 は 、 確 定 し な い も の と す る と 定 め

た 、 地 方 自 治 法 第 234条 第 ５ 項 の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事

務 処 理 で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

(２ )　 原 因 又 は 理 由  

契 約 書 作 成 時 に 、 受 託 者 の 会 社 名 の 記 載 漏 れ に 気 付 か

ず 、 そ の 後 ２ 回 行 っ た 変 更 契 約 の 際 に も 、 確 認 不 足 か ら 、

同 様 に 会 社 名 の 記 載 が な い 状 態 で 契 約 書 を 作 成 し て し ま っ

た も の で す 。  



(３ )　 措 置 状 況  

今 回 の 指 摘 を 踏 ま え 、 契 約 書 を 作 成 す る 際 は 、 会 計 管 理

課 が 発 行 し て い る 業 務 委 託 契 約 書 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 活

用 し て 確 認 を 行 う と と も に 、 当 該 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト に 今 回

指 摘 を 受 け た 「 受 託 者 を 確 認 す る 」 と い う 項 目 を 所 属 独 自

に 追 加 す る こ と で 、 記 載 漏 れ が な い よ う 確 認 を 徹 底 し 、 再

発 防 止 に 努 め ま す 。  

３ 　 林 業 振 興 ・ 環 境 部 林 業 環 境 政 策 課  

(１ )　 指 摘 事 項  

令 和 ６ 年 度 高 知 県 立 甫 喜 ヶ 峰 森 林 公 園 展 示 林 整 備 工 事 に

係 る 入 札 に お い て 、 入 札 者 の 納 付 し た 入 札 保 証 金 が 、 見 積

も る 契 約 金 額 の 100分 の ５ を 下 回 っ て お り 、 入 札 を 無 効 と

す べ き で あ っ た が こ れ を 有 効 と し 、 契 約 を 締 結 し て い た 。  

こ れ は 、 納 付 す べ き 入 札 保 証 金 が 不 足 し て い る と き は 、

入 札 を 無 効 と す る と 定 め た 、 高 知 県 契 約 規 則 第 30条 に お い

て 準 用 す る 同 規 則 第 21条 の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理

で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

(２ )　 原 因 又 は 理 由  

担 当 者 及 び 決 裁 者 に お け る 関 係 規 程 の 理 解 と 確 認 が 不 十

分 で あ っ た こ と に よ り 、 入 札 保 証 金 の 金 額 は 「 見 積 も る 契

約 金 額 の 100分 の ５ 以 上 」 で あ る と こ ろ 、 「 入 札 金 額 の 100

分 の ５ 以 上 」 と 誤 認 し 、 処 理 を 行 っ た も の で す 。  

(３ )　 措 置 状 況  

今 回 の 指 摘 事 項 に つ い て 所 属 の 全 職 員 に 共 有 し 注 意 喚 起

を 行 う と と も に 、 各 職 員 が 事 務 処 理 を 行 う 際 の 参 考 と な る

よ う 、 内 部 統 制 リ ス ク 評 価 シ ー ト に 指 摘 を 踏 ま え た 具 体 的

な 確 認 事 項 を 追 記 し 、 周 知 し ま し た 。  

今 後 は 、 事 業 担 当 者 、 入 札 担 当 者 及 び 決 裁 者 に 入 札 保 証

金 に つ い て 正 し く 理 解 さ せ る と と も に 、 関 係 規 程 を 確 実 に

確 認 し 、 適 切 な 事 務 処 理 を 行 い ま す 。  

併 せ て 、 入 札 参 加 者 に 対 し 、 入 札 保 証 金 の 制 度 を 正 し く

理 解 し て も ら う よ う 丁 寧 な 説 明 を 行 い ま す 。  

４ 　 水 産 振 興 部 漁 業 管 理 課  

(１ )　 指 摘 事 項  

ア 　 令 和 ６ 年 度 高 知 県 高 速 漁 業 取 締 船 「 小 鷹 」 上 架 定 期 　

検 査 修 繕 工 事 外 １ 件 の 予 定 価 格 調 書 に お い て 、 決 裁 権 者

に よ る 決 裁 が 行 わ れ て い な か っ た 。  

こ れ は 、 契 約 担 当 者 は 、 そ の 競 争 入 札 に 付 す る 事 項 の

価 格 を 当 該 事 項 に 関 す る 仕 様 書 、 設 計 書 等 に よ っ て 予 定

し 、 そ の 予 定 価 格 を 記 載 し た 予 定 価 格 調 書 を 作 成 し な け

れ ば な ら な い と 定 め た 、 高 知 県 契 約 規 則 第 30条 に お い て

準 用 す る 同 規 則 第 15条 の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理

で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  



イ 　 令 和 ６ 年 度 高 知 県 高 速 漁 業 取 締 船 「 小 鷹 」 上 架 定 期 検

査 修 繕 工 事 請 負 契 約 変 更 契 約 書 （ 第 １ 回 ） に お い て 、 所

属 が 保 管 す る 当 該 契 約 書 に 契 約 担 当 者 の 押 印 漏 れ が あ っ

た 。  

こ れ は 、 普 通 地 方 公 共 団 体 が 契 約 に つ き 契 約 書 を 作 成

す る 場 合 に お い て は 、 当 該 普 通 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は そ

の 委 任 を 受 け た 者 が 契 約 の 相 手 方 と と も に 、 契 約 書 に 記

名 押 印 を し な け れ ば 、 当 該 契 約 は 、 確 定 し な い も の と す

る と 定 め た 、 地 方 自 治 法 第 234条 第 ５ 項 の 規 定 に 反 す る

不 適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

(２ )　 原 因 又 は 理 由  

ア 　 漁 業 取 締 船 の 上 架 定 期 検 査 修 繕 工 事 外 １ 件 の 予 定 価 格

調 書 を 作 成 す る 際 に 、 高 知 県 事 務 処 理 規 則 で 定 め ら れ た

決 裁 権 者 に よ る 決 裁 を 行 っ て い な か っ た も の で 、 関 係 規

則 に つ い て 担 当 者 の 認 識 が 十 分 で な か っ た こ と や 、 決 裁

過 程 で の チ ェ ッ ク が 不 十 分 で あ っ た こ と が 原 因 で す 。  

イ 　 漁 業 取 締 船 の 上 架 定 期 検 査 修 繕 工 事 請 負 契 約 の 変 更 契

約 書 に お い て 、 担 当 者 が 契 約 の 相 手 方 が 保 管 す る 変 更 契

約 書 に つ い て の み 押 印 し 、 所 属 で 保 管 す る 変 更 契 約 書 へ

の 押 印 を 失 念 し て い た も の で す 。  

(３ )　 措 置 状 況  

ア 　 同 様 の 事 務 処 理 が 発 生 し な い よ う 所 属 で 内 容 を 共 有 す

る と と も に 、 施 行 伺 の 段 階 で 予 定 価 格 調 書 の 決 裁 権 者 を

明 記 し 事 前 に 複 数 人 で 確 認 す る こ と に よ り 再 発 防 止 に 努

め ま す 。  

イ 　 同 様 の 事 務 処 理 が 発 生 し な い よ う 所 属 で 内 容 を 共 有 す

る と と も に 、 契 約 書 を 作 成 す る と き は 、 内 容 に 不 備 が な

い か 複 数 人 で 確 認 す る こ と に よ り チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化

し 、 再 発 防 止 に 努 め ま す 。  

５ 　 水 産 振 興 部 漁 港 漁 場 課  

(１ )　 指 摘 事 項  

漁 港 港 勢 調 査 委 託 業 務 に お い て 、 契 約 書 に 特 記 仕 様 書 と

調 査 実 施 要 領 を 添 付 し て い な か っ た 。  

こ れ は 、 契 約 書 の 記 載 事 項 を 定 め た 高 知 県 契 約 規 則 第 36

条 第 １ 項 の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

(２ )　 原 因 又 は 理 由  

契 約 締 結 の 施 行 伺 の 際 に は 、 事 前 に 決 裁 を 受 け て い た 特

記 仕 様 書 及 び 調 査 実 施 要 領 を 添 付 し て い た と こ ろ 、 契 約 の

相 手 方 か ら 提 出 さ れ た 契 約 書 の 突 合 作 業 を 契 約 担 当 者 が 失

念 し 、 特 記 仕 様 書 と 調 査 実 施 要 領 を 添 付 し て い な い 契 約 書

に よ り 契 約 を 締 結 し た も の で す 。  

(３ )　 措 置 状 況  

今 後 、 こ の よ う な 事 務 処 理 が 発 生 し な い よ う 、 電 子 契 約



の 場 合 も 含 め て 、 複 数 人 に よ る 課 内 で の 突 合 作 業 を 徹 底 す

る と と も に 、 契 約 の 相 手 方 へ の 落 札 事 項 決 定 通 知 の 際 に 、

必 要 提 出 書 類 と し て 特 記 仕 様 書 等 を 明 記 し て 通 知 す る よ う

に し ま し た 。  

７ 高 企 電 第 410号  

令 和 ７ 年 10月 29日  

高 知 県 監 査 委 員 　 様  

高 知 県 公 営 企 業 局 長  

定 期 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）  

令 和 ７ 年 ９ 月 12日 付 け ７ 高 監 報 第 ７ 号 で 報 告 の あ り ま し た 監 査

結 果 に 対 す る 措 置 状 況 に つ い て 、 下 記 の と お り 通 知 し ま す 。  

記  

機 関 名 ： 電 気 工 水 課  

１ 　 指 摘 事 項  

永 瀬 ・ 吉 野 ・ 杉 田 発 電 所 流 木 処 理 委 託 業 務 の 予 定 価 格 調 書

に お い て 、 入 札 書 比 較 価 格 の み の 記 載 と な っ て お り 、 予 定 価

格 の 記 載 が な か っ た 。  

こ れ は 、 契 約 担 当 者 は 、 随 意 契 約 に よ る と き は 、 あ ら か じ

め 、 予 定 価 格 を 定 め な け れ ば な ら な い と 定 め た 、 高 知 県 公 営

企 業 局 契 約 規 程 （ 昭 和 41年 高 知 県 企 業 局 管 理 規 程 第 ５ 号 ） 第

18条 の ３ の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

２ 　 措 置 状 況  

今 回 の 指 摘 事 項 に つ き ま し て 、 当 課 は 消 費 税 の 課 税 事 業 者

と し て 、 申 告 納 付 を 行 っ て お り 、 事 業 の 執 行 に つ い て は 税 抜

き 金 額 で 検 討 す る こ と が 多 い た め 、 予 定 価 格 調 書 に 税 込 み 予

定 価 格 を 記 載 し な け れ ば な ら な い 認 識 が 薄 か っ た こ と に よ る

も の で す 。  

今 後 は 、 作 成 者 は 予 定 価 格 調 書 に 対 し て 認 識 を 改 め 、 開 札

時 の 入 札 担 当 者 及 び 立 会 者 に よ る 確 認 を 徹 底 す る こ と と し ま

し た 。  

７ 高 教 政 第 503号  

令 和 ７ 年 10月 16日  

高 知 県 監 査 委 員 　 様  

高 知 県 教 育 長  

定 期 監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）  

　 令 和 ７ 年 ９ 月 12日 付 け ７ 高 監 報 第 ７ 号 で 報 告 の あ り ま し た 定 期  

監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 状 況 等 に つ い て 、 下 記 の と お り 措 置 し ま  

し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。  

記  

機 関 名 ： 人 権 教 育 ・ 児 童 生 徒 課  

　 １ 　 指 摘 事 項  

令 和 ６ 年 度 「 Ｓ Ｎ Ｓ 等 を 活 用 し た 相 談 事 業 」 委 託 業 務 に お

い て 、 企 画 提 案 内 容 を 協 議 に よ り 変 更 し た に も か か わ ら ず 、

予 定 価 格 調 書 を 作 成 し て い な か っ た 。  



こ れ は 、 契 約 担 当 者 は 、 随 意 契 約 に よ る と き は 、 あ ら か じ

め 、 予 定 価 格 を 定 め な け れ ば な ら な い と 定 め た 、 高 知 県 契 約

規 則 第 31条 の ３ の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。  

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

２ 　 原 因 又 は 理 由  

公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 で 選 定 さ れ た 候 補 者 と の 交 渉 に お

い て 、 企 画 提 案 書 の 記 載 事 項 の 一 部 を 変 更 し ま し た 。  

企 画 提 案 書 の 変 更 が あ っ た 場 合 に は 、 予 定 価 格 調 書 の 作 成

が 必 要 で あ る こ と は 認 識 し て い ま し た が 、 当 該 変 更 は 仕 様 書

に 記 載 さ れ て い な い 事 項 に つ い て の も の で あ っ た こ と か ら 、

予 定 価 格 調 書 の 作 成 は 省 略 可 能 で あ る と 判 断 し た こ と に よ る

も の で す 。  

　 ３ 　 措 置 状 況  

所 属 職 員 に 対 し て 、 今 回 の 指 摘 事 項 の 情 報 共 有 を 行 う と と

も に 、 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 を 採 用 す る 場 合 は 、 「 プ ロ ポ ー ザ ル

方 式 の 実 施 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に 沿 っ た 適 正 な 運 用 を 徹

底 す る こ と に つ い て 、 周 知 を 行 い ま し た 。  

併 せ て 、 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 で 選 定 さ れ た 候 補 者 と の 交 渉 結

果 は 議 事 録 と し て 作 成 し 、 見 積 合 わ せ の 相 手 方 の 決 定 伺 に 添

付 す る こ と で 、 決 裁 過 程 で の 確 認 を 徹 底 し 、 再 発 防 止 を 図 っ

て ま い り ま す 。  


